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１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗：改善　↘：悪化　→：変化なし　―：数値なし）

５　本事業が貢献する総合５か年計画の施策分野と達成目標

６　事業コスト （単位：千円、人）

施設衛生管理指導を実施した施設数

指標なし

22 2→
専門家による指導を受け、最新の基準に沿った衛生管理に取り

組む意向のある２施設を目標とする。
①

②

2→

達成目標

（★印が付いているものは主要目標） 年 数値
単位

目標

年 数値年 数値

直近３か年の状況

年 数値

事　業　名 信州ジビエ総合振興対策事業
部局 林務部 課・室 森林づくり推進課

実施期間 H16 ～

達成

状況
目標値設定理由

R5年度

実績 推移
単位

R3年度 R4年度
No. 指標名

実績 実績 推移

R6年度

目標値

人と自然が共生する社会の実現

No.

1-1②

施策分野（施策の総合的展開名）

事業番号 10 04 07 事業改善シート（令和６年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　■補正予算案　□点検

県内のジビエ加工施設の運営・生産体制は零細規模であり、衛生的で良質なジビエの安定的な市場への供給のため、捕獲から解体加

工、流通、消費に係る一連の過程における課題を総合的に解消することが必要である。

野生鳥獣による農林業被害の軽減を図るため、被害防除や捕獲等の対策と併せ、捕獲した個体を地域の有用な資源として活用を進

め、民間との協働により、信州ジビエをより魅力的な地域資源とするための総合的な振興を図り、農山村の活性化に資する。

①食肉加工施設に対する衛生管理支援の実施

pref.nagano.lg.jpshinrin

・国庫内示差による事業費の減額

※その他の事業は当初予算のとおり

②シカ肉の安全な流通を確保するための放射性物質検査の実施

当初予算のとおり

E-mail

うち今回補正額
区分

R6年度

R5年度

R4年度

前年度繰越

0

5,841

0

当初予算

6,976

18,389

18,857

予算額

△ 500

補正予算等

△ 500

△ 7,000

△ 4,000

職員数

1.0

1.0

1.0

決算額

14,631

6,449

うち一般財源

2,080

1,993

1,961

合計

（予算現額）

6,476

17,230

14,857



細事業を構成する主な取組

信州ジビエ生産体制整備

実施方法

直接

△ 500

部局 林務部 課・室 森林づくり推進課

令和６年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

衛生管理の専門家を通じ、食肉加工施設の衛生管理体制の整備を支援

安全なジビエを提供するための放射性物質検査を実施

※国庫内示差による事業費の減額

食肉加工施設　２施設への支援、放射性物質検査　500件

交付金

R6年度

予算

R5年度

予算現額

R4年度

予算現額

予算現額

事　業　名 信州ジビエ総合振興対策事業

事業番号 10 04 07 細事業一覧（令和６年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　■補正予算案　□点検

1

細事業

No.
細事業名

信州ジビエ総合振興対策事業

No.

1

うち今回

補正額

千円

14,857 17,230

千円 千円

6,476


